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「令和４年度三沢市と三沢基地米軍との連絡協議会」 

（概要） 

 

日 時：令和４年６月２１日（火）１０：３０～１１：５４ 

場 所：三沢市国際交流教育センター 

 

１．開会 

 

２．開会の挨拶： 

   三沢市長 小檜山 吉紀 

   第３５戦闘航空団司令官兼三沢基地司令官 ジェシー Ｊ．フリーデル大佐 

 

３．出席者紹介 

 

４．議事 

（１）案件（三沢市） 

 ① 三沢空港における民間航空の利用促進への協力依頼について（政策調整課） 

現在、三沢空港は、東京羽田便が１日４便、大阪伊丹便が１日１便、それぞれ毎日

運航、また札幌丘珠便が金・土・日の週３日ですが、１日１便運航しており、１日あ

たり計６便が就航しております。 

そのような中、三沢空港の発着便の利用状況は２０１９年度まではおよそ３０万人

と増加傾向でしたが、新型コロナウイルス感染症の影響により、現在回復傾向にはあ

るものの、直近２年間にわたり利用が停滞している状況にあります。 

東京羽田便については、国が地域と航空会社による空港の路線に係る共同提案の評

価を行い、羽田空港国内線の発着枠５枠を配分する政策コンテストを２０２０年２月

に実施しており、当市は青森県及び日本航空と共同提案した結果、三沢空港が５位と

なりました。 

しかし、６位の沖縄県、下地島空港と評価が僅差のため、２つの空港でトライアル

運航により競うこととなり、現在、２空港に増便枠が与えられ、２０２０年１０月か

ら三沢羽田便が３便から４便に暫定的に増便となっております。 

そして、新型コロナウイルスの影響で延期されていたトライアル運航が今年の３月

から開始となり、来年３月までの１年間の実績を競っており、今年度が増便継続の勝

負の年となっております。 

三沢空港の羽田線の運航時刻が３便から４便に増便することで朝の便と夜の便が

各３０分程度拡がり、利便性が大きく向上しております。 

乗り継ぎ時間について例えると、国内線では沖縄から午前中の間に三沢に到着する

便が新たに増えたことや、沖縄・広島・岩国など乗り継ぐ先の便が各便増えており、

移動の選択肢が広がっています。 



2 

当市としては４便を継続するため、関係団体と一体となり様々な施策に鋭意取り組

んでおりますが、米軍関係者にとっても国内線及び国際線の乗り継ぎの利便性におい

て、羽田線４便継続は当市と同じ思いであると考えております。 

つきましては、当地域の交通機能確保の観点から、米軍関係者のビジネス、福利厚

生の旅行、観光等の利用促進に特段の御高配を賜りますようお願いいたします。 

次に２点目の三沢空港におけるチャーター便等への協力依頼となります。 

三沢空港の利用促進の一環として、これまでも三沢空港発着のチャーター便を実施

しているところであり、今後においても実施したいと考えております。 

これまで、チャーター便の実施にあたりましては着陸許可等には特段のご高配を賜

りましたことに感謝申し上げます。 

昨年度中は新型コロナウイルスの影響により実施には至りませんでしたが、今年度

はチャーター便を複数回実施するほか、三沢空港の離発着による遊覧飛行チャーター

を実施したいと考えておりますので、引き続きご支援いただきますようお願いいたし

ます。 

 

【米側回答】フリーデル大佐 

１点目： 

三沢羽田便の増便は米軍三沢基地にとりましても非常に便利なものであり、また多

くの利益をもたらすものとなると思っています。引き続き三沢市の関係者の皆様と緊

密に協力し、三沢羽田便４便継続を勝ち取るため協力して参りたいと思っています。 

現在、公共交通機関を使っての日本における移動については規制がありませんので、

ＪＡＬの利用についても米軍三沢基地の関係者においては気兼ねなく利用できるも

のと思っています。 

２点目： 

チャーター便の運航に関しましてのご協力そしてご支援でございますが、私は三沢

市がこれまでに多くのチャーター便を計画・実施してきたことについて理解をしてご

ざいます。現在三沢基地では１日７便の定期便が認められております。これから予定

するチャーター便の計画においても１日７便の定期便としての枠内に収まる限り、私

は三沢市からのチャーター便についてのリクエストを引き続き支援して参りたいと

思っております。 

 

②グローバル人財育成事業及び異文化理解教育事業への協力依頼について（国際交流

課） 

当市では、「グローバルに活躍できる人材を育てる」ことを政策目標に掲げており、

具体的な事業の実施にあたり、米軍三沢基地のご支援、ご協力を引き続きお願いする

ものであります。 

まず、１点目は三沢基地内大学県民就学事業についてであります。 

この事業は、１９９０年８月に開始され、以来今日まで３２年にわたり青森県民及
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び三沢市民に対し、アメリカの大学による貴重な高等教育の機会を提供して参りまし

た。 

しかしながら、近年は日本人就学者数の低迷が続いていることから、オープンキャ

ンパスの継続開催や模擬授業の実施などにより、この事業を広く周知するための広報

活動に一層の力を注ぐ必要性を強く感じているところであります。 

大学のない当市の市民にとっては、高等教育を受ける貴重なチャンスでもあります

ことから、この事業の周知拡大と日本人学生の増加に向けた広報活動の実施について、

米軍三沢基地のご理解、ご協力をお願い申し上げます。 

続いて、２点目はあおもりグローバルアカデミーについてであります。 

この事業は、青森県と三沢市の協働事業として２０１３年に開講し、本年度は１０

年目のセミナーを１０月に開催予定であります。 

三沢基地内で実施するプログラムといたしましては、在札幌米国総領事館から講師

を招聘して開催する「日米交流講演会」と、英語によるコミュニケーションの実践講

座として、ＢＸにて米国人へのインタビューを行う「フィールドワーク」の２つがあ

り、受講生やあおもりグローバルアカデミー実行委員会の委員などから好評を博して

おります。 

国内に居ながらにして英語を用い、外国の文化に触れることができるこのようなプ

ログラムの提供は、当市でしか実施できないものと自負しております。 

今後におきましてもこのセミナーを継続していくため、受講生、講師及び事務局職

員の基地内への立入りに係る手続き等において、引き続きご理解、ご支援くださいま

すようお願い申し上げます。 

続いて、３点目は異文化理解教育講座についてであります。 

この事業は、三沢基地に新たに赴任した米軍人、軍属及びその家族に対し、滞在国

である日本の文化、生活習慣、観光・公共施設等を理解してもらうことを目的に、三

沢市とファミリー・アンド・レディネスセンターとの協働事業として、１９９４年か

ら実施しております。 

しかしながら最近は、引率する米軍スタッフの不足といった理由によって、度々中

止を余儀なくされております。本事業は、滞在国に対する理解を深めるだけでなく、

彼らの三沢での生活がより充実するための様々な体験ができる機会でもあることか

ら、事業の継続について引き続き積極的なご支援とご協力をお願いいたします。 

 

【米側回答】フリーデル大佐 

１点目： 

私は青森県とのパートナーシップと基地内大学での高等教育を希望する日本人学

生を受け入れる機会にこのように恵まれていることにとても感謝をしています。私た

ち米軍三沢基地は皆様のご要望を受け入れ、オープンキャンパスなどの広報活動への

ご支援を継続して積極的に計画して参りたいと思っております。 
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２点目： 

良き隣人といたしまして、私たちは基地との共存共栄という三沢市の基本理念に感

謝をしています。青森グローバルアカデミーのプログラムですが、大変ユニークなも

ので、ここ三沢のみで開催されていると伺っています。このプログラムは日米の重要

なパートナーシップについてまず理解を深めること、そして各人が持つ国際的なスキ

ルを活かして青森県に貢献したいと願う方々にとって大変役立つプログラムである

と思っています。青森グローバルアカデミーが計画する事業について、米軍三沢基地

としましては継続してご支援して参りたいと思っています。 

３点目： 

本件につきまして、ご提示くださいましたこと、大変有難く思っています。異文化

理解ツアーは基地住民が三沢での生活を始めるにあたり、地元の特性を理解して、日

本の文化を体験できる絶好の機会であると思っています。 

この２年間、様々な理由からこのツアーが中止になったとのことでございますが、

現在の状況はやや好転をしておりまして、近い将来多くの機会に恵まれ、日本文化を

体験し、地元住民や日本の友人の方々と交流することが可能になるであろうと思って

います。私共もこの事業について継続して積極的に支援をしていきたいと思っていま

す。 

 

③主要地方道三沢十和田線一方通行規制解除について（生活安全課） 

三沢市中心街交通規制解除略図中の赤色のシマ線の区間ですが、この区間について

は、これまで午前６時から午後１０時まで一方通行規制となっておりました。 

しかしながら、令和４年７月２３日、午前６時からこの規制か解除され、終日対面

通行となります。 

米軍三沢基地関係者の皆様には、ご理解のうえ、引き続き安全運転にご協力くださ

いますよう宜しくお願い申し上げます。 
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【米側回答】フリーデル大佐 

規制解除につきまして、早い段階で基地にも情報提供してくださり、私共基地住民

が余裕を持ってこの規制解除を認識して対応することができることをこの場をお借

りして感謝申し上げます。準備が整いましたら、規制解除についての情報を第３５戦

闘航空団報道部に送付くだされば幸いでございます。この度の一方通行解除、そして

それに伴う交通規則の変更等については、既に基地内にも情報を頂いておりまして、

基地内でも周知が始まっているところであります。基地関係者においては必要な情報

について事前に頂いて、そして解除までに周知し、必要な協力をして参りたいと思い

ますので、引き続き宜しくお願いいたします。 

 

④『１０市大祭典 in みさわ』への協力依頼について（産業観光課） 

１０市（とし）大祭典は、県内１０市が連携し、各市の祭りや郷土芸能、食、観光

情報などを一堂に集結させ、各市の魅力発信のイベントとして行っており、令和４年

度は、９月２４日から２５日の２日間の日程で三沢市において行われる予定でありま

す。 

開催場所については、メインステージ、そして各市の食や物産品の販売等を行う市

役所前エリアを中心としております。 

ゲート前周辺を三沢の文化を発信するエリアとして三沢ならではの体験等を提供

するブースの設置などを考えております。 

つきましては、イベント時における正面ゲートからスカイプラザ前交差点までの封

鎖、そして緑地帯の使用許可につきましてご理解ご協力をいただきますようお願いい

たします。 

また、各市の山車や踊りなどのパレードについては、一方通行ナミスエ酒店からゲ

ート前交差点を右折して市役所前までを考えております。 

また、会場全体の雰囲気作りとして英語版のチラシを作成し、多くの米軍関係者に

も会場に足を運んでもらいたいと考えております。 

今後プログラム決定後に詳細をご相談させていただきたいと考えておりますので、

ご協力をお願いいたします。 

 

【米側回答】フリーデル大佐 

今年は１０市大祭典が三沢で開催されるとのこと、とても嬉しく思います。この行

事は青森県内のそれぞれの市で開催されていて、今回の三沢市開催が最後となるイベ

ントなのではと伺っておりますし、青森県民の皆様が楽しむことができるものと理解

しています。詳細につきましては、受領次第確認をし、協力の検討をさせていただき

たいと思います。 

アメリカンデーや七夕まつり、三沢夏まつりなど、正門周辺の利用につきましては、

これまでもこちらの方と調整をし、許可をしておりますし、またご使用いただいてお

ります。私からも喜んでこの１０市大祭典の開催をご支援したいと思っています。こ
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のような場所を共有することで、また三沢市と米軍三沢基地との絆が強くなることを

願っております。開催の内容等詳細がまとまりましたら、米軍三沢基地の報道部へご

協力の依頼をお送りくだされば、また詳細について検討し、そして調整をしてご協力

したいと思っています。 

 

⑤ゲート前緑地帯の使用許可について（産業観光課） 

こちらが２０１８年４月から米軍基地ゲート前緑地帯に設置させていただいてい

る『ＭＩＳＡＷＡモニュメント』になります。 

まずは、当該緑地帯の提供及び設置許可をいただきましたことに感謝申し上げま

す。市民をはじめ、三沢市を訪れていただいた皆さまから写真撮影スポットとしてご

好評をいただいております。 

なお、画面左側の写真が日中に撮影したもので、右側の写真が左側と同じ位置・同

じカメラで夜間に撮影したものです。 

夜間はソーラー式のガーデンライトで照らされておりますが、ガーデンライトでは

照度が低いほか、冬期間は日照時間が短いなどの理由から写真が撮りづらいという声

も聞こえております。 

このことから、当該緑地帯に仮設電源設備を設置し、モニュメントのライトアップ

及び周辺樹木へのイルミネーション飾付を実施したいと考えております。ライトアッ

プは通年、イルミネーションは冬期間のみとし、除雪・芝刈りの邪魔にならないよう

電線は架空・一部埋設を予定しております。 

本モニュメントは、三沢市と米軍三沢基地の友好関係を示すシンボルとしての役割

も担っていると考えております。日米友好関係のＰＲと三沢市活性化のため、米軍基

地ゲート前緑地帯の使用について、宜しくお願いいたします。 

 

【米側回答】フリーデル大佐 

この案件についてご提示くださりありがとうございます。頂いた内容とそして懸念

事項について理解いたしました。本件についてご支援すべく検討をしたいと思います。

具体的な内容がまとまりましたら、詳細についてお知らせください。三沢市職員の

方々が必要な業務を可能な限り適切に、そして円滑に実施するためにもこちらで関係
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各機関と調整して進めて参りたいと思います。 

 

⑥小学生ジュニアイングリッシュデイ及び中学生イングリッシュキャンプ開催への

協力依頼について（学校教育課） 

まず『小学生ジュニアイングリッシュデイ開催への協力について』ご説明いたしま

す。 

小学生を対象に英語を使って楽しくコミュニケーションを図ることを目指して実

施するジュニアイングリッシュデイについて、米軍基地内の施設見学及び施設内体

験について、ご協力をお願いいたします。 

ジュニアイングリッシュデイは、２０２２年７月２２日を期日として、市内の小

学６年生４０名を募集する予定です。 

基地内訪問を計画しておりますので、そのサポートをお願いいたします。米軍関

係者の方々にも大変なご負担をおかけすることになると思いますが、何卒ご協力く

ださいますようお願いいたします。 

２０１９年に実施した際には、子どもたちは、ＢＸやカミサリー、ソラーズ小学

校を訪問し、フードコートで昼食をとりました。 

協力依頼内容として 

・基地入門パス申請 

・基地内の見学及び体験する各施設 

・昼食会場の手配 

をお願いいたします。 

続いて、イングリッシュキャンプについてお話しします。中学生を対象に英語に

よるコミュニケーション能力向上を目指して実施する英語教育推進事業【イングリ

ッシュキャンプ】について、引き続き米軍基地内の施設見学及び施設内体験につい

て、ご協力をお願いいたします。 

イングリッシュキャンプは２０２２年７月２８日から７月２９日を期日として、

市内の中学生８０名を募集する予定です。 

開催日のうち、７月２９日に基地内訪問を計画しておりますので、そのサポート

をお願いいたします。米軍関係者の方々にも大変なご負担をおかけすることになる

と思いますが、何卒ご協力くださいますようお願いいたします。 

昨年８月に実施した際には、米海軍、米軍消防隊、ＢＸ、教育センターを訪れ、

昼食については、将校クラブでとりました。 

協力依頼内容として 

・基地入門パス申請 

・基地内の見学及び体験する各施設との連絡調整 

・昼食会場の手配 

をお願いいたします。 
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【米側回答】フリーデル大佐 

昨年の８月でしたが、イングリッシュキャンプを受け入れさせていただきました。

そして支援できましたことを大変嬉しく思っています。米軍三沢基地はイングリッシ

ュキャンプへの支援を継続して行っておりまして、今年もできる限りサポートしたい

と考えています。イングリッシュキャンプとジュニアイングリッシュデイですが、基

地関係者が地元の小学生、そして中学生と交流をし、それぞれの言葉だけではなく、

文化の違いをも共有できる素晴らしい機会であると感じています。 

当航空団報道部では、三沢市から既に協力依頼を受領しており、どちらの事業につ

いても滞りなくご希望に沿って実施されるよう基地関係者と現在調整を進めている

ところでございます。私たちはこれらの事業及び基地にとりまして特別な機会につい

てこうして協力できますことを大変嬉しく思っています。 

 

５．閉会の挨拶 

   第３５戦闘航空団司令官兼三沢基地司令官 ジェシー Ｊ．フリーデル大佐 

   三沢市長 小檜山 吉紀 

 

６．閉会 

 

 


